
２－２ 機種の目的・用途 

本機はラミネートコーティングされたプラスティックフィルムを巻取る装置で、連続運

転が可能なように旋回ターレット上に２本の巻取軸Ａ，Ｂを有する。 

Ａ巻取軸が所定量のフィルムを巻き取ると、旋回ターレットが回転し、１８０度回転し

たところで停止する。その時、Ｂ巻取軸は新たな巻取位置に到達する。ここで、カッター

装置によりフィルムを切断し、Ｂ巻取軸でフィルムの巻取りが始まる。一方、所定量に達

したＡ巻取軸からは作業者が製品を取り出して搬出する。これが、一連の工程である(図５)。 

 

図５ ワインダ動作概念図 

 

２－３ 当該機種の支援概要 

種（ワインダ）について、機械設備の制限仕様の指定から保

護

 

 

支援先から要請のあった機

方策の検討・再評価までを手順に従って支援した。 

詳細は全体概要編１－４～１－７を参照のこと。 



２－６ 保護方策の説明および該当箇所写真 

作業Ｎｏは機械リスクアセスメントまとめ表と対応している。主要な５ヶ所の保

護方策を写真で示す。 

 

（１）作業Ｎｏ１   コアのチャッキング動作中は警報音を鳴らす 

 

（２）作業Ｎｏ５  ワインダベース上および巻き込み危険源の直近に安全センサーを設置する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光線式安全装置 

 

（３）作業Ｎｏ７、８   駆動ボックス全体を固定式ガード（カバー）で覆う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




